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～ 茨城県建築士会桜川支部有志のボランティア街並み保存活動 ～
武
たけ

村
むら

　実
みのる

　さん
茨城県建築士会桜川支部（支部長）

　茨城県建築士会理事・常務理事を歴任し、

平成 18 年、茨城県建築士会副会長と同建

築士会桜川支部長に就任。現在、建築設計

事務所を経営する傍
かたわ

ら「人に魅せたい街づ

くり」をテーマに掲げ、建築士会桜川支部

有志のみなさんと、ボランティアによる真

壁地区の歴史的景観に配慮したブロック塀

の修景事業をスタート。積極的にまちづく

り運動を展開中の市内在住 53歳。

建築士会桜川支部の有志のみなさんが「第 25 回
地域づくり団体全国研修交流会茨城大会」に主体
参画。｢人に魅せたい街づくり ｣～まずは実行“あ

なたも体験”匠
たくみ

塾
じゅく

～と銘打って、参加者に建築士
ならではの視点・知識・技術を活かしたまちづく
りを体験してもらいながら、全国のまちづくり団
体と交流を深めました。

建築士会桜川支部では、大規模な地震により、
傾くなどの被害を受けた建築物が、余震によ
る第二次災害を引き起こさないよう、被災建
築物の危険度を判定する「被災建築物応急危
険度判定士」を地震被災地に派遣する社会貢
献活動を行っています。

人に魅せたい街づくり
茨城県建築士会桜川支部の有志のみなさんが、

専門的な知識･技術を活かして「人に魅せたい街

づくり」をテーマに、ボランティアによる、真

壁地区の歴史的景観に配慮したブロック塀の修

景活動を展開しています。

住
み
や
す
く
・
美
し
く
・

情
緒
豊
か
な
街
づ
く
り

　

桜
川
市
真
壁
地
区
の
建
物
は
、

江
戸
末
期
か
ら
昭
和
初
期
の
も
の

ま
で
、
多
年
に
わ
た
り
『
歴
史
的

街
並
み
』
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

茨
城
県
建
築
士
会
桜
川
支
部
の

有
志
（
以
下
「
建
築
士
会
桜
川
支

部
」と
い
う
。）の
み
な
さ
ん
は「
人

に
魅
せ
た
い
街
づ
く
り
」
を
テ
ー

マ
に
、
真
壁
地
区
の
歴
史
的
街
並

み
を
、
住
み
や
す
く
・
美
し
く
・

情
緒
豊
か
な
街
並
み
に
す
る
た
め

に
、
茨
城
県
建
築
士
会
の
会
員
、

地
元
ま
ち
づ
く
り
団
体
、
住
民
の

皆
様
な
ど
と
の
協
働
に
よ
り
〝
ま

ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
〞（
体

験
型
講
座
）
を
開
催
。
こ
こ
で
多

く
の
皆
様
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を

基
に
、
建
築
士
会
の
活
動
指
針
の

策
定
や
、
各
方
面
へ
の
提
言
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

景
観
に
配
慮
し
た

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
修
景
事
業

　

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、
真
壁
地
区
の
歴
史
的
な
景
観

に
合
わ
せ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
修
景

に
関
す
る
意
見
が
出
さ
れ
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
平
成
19
年
、
景

観
に
配
慮
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
修

景
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。

　

こ
の
既
存
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
修
景

で
は
、会
員
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

ブ
ロ
ッ
ク
の
強
度
・
補
強
を
兼
ね

た
構
造
を
実
現
し
た
杉
板
塀
に
し

て
、
施
工
主
さ
ん
を
は
じ
め
近
隣

の
方
々
か
ら
も
好
評
で
す
。

　

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
修
景
活

動
で
は
、
杉
板
塀
に
し
た
あ
と
の

防
腐
剤
の
塗
装
を
、
近
所
の
子
供

た
ち
や
住
民
の
皆
さ
ん
と
行
う
こ

と
で
、
修
景
作
業
を
み
ん
な
で
共

有
し
、
地
域
の
景
観
へ
の
意
識
向

上
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
は
、
新
聞
な
ど
に
も
掲
載

さ
れ
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん
県
内
で

も
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

全
国
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
と

交
流

　

本
年
２
月
に
は
、
全
国
各
地
で

地
域
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
む

方
々
が
、
全
国
レ
ベ
ル
の
研
修
・

情
報
交
換
を
行
う
「
第
25
回
地
域

づ
く
り
団
体
全
国
研
修
交
流
会
茨

城
大
会
」
の
分
科
会
に
、
主
体
と

し
て
参
画
し
ま
し
た
。

　

｢

人
に
魅
せ
た
い
街
づ
く
り｣

〜
ま
ず
は
実
行〝
あ
な
た
も
体
験
〞

匠
た
く
み

塾
じ
ゅ
く

〜
と
銘
打
っ
て
、参
加
者
に
、

板
塀
化
に
よ
る
街
並
み
の
修
景
作

業
を
通
し
て
、
建
築
士
な
ら
で
は

の
視
点
・
知
識
・
技
術
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
体
験
を
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
全
国
の
ま
ち
づ
く

り
団
体
と
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

様
々
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
が

認
め
ら
れ
各
種
表
彰

　

建
築
士
会
桜
川
支
部
は
、
こ
れ

ま
で
の
様
々
な
活
動
が
認
め
ら

れ
、
平
成
19
年
度
に
は
、
茨
城
県

か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
グ
リ
ー
ン
リ

ボ
ン
賞
」
を
受
賞
。
ま
た
、
平
成

20
年
に
国
土
交
通
省
が
主
催
す
る

ま
ち
づ
く
り
月
間
で｢

ま
ち
づ
く

り
功
労
者
」
と
し
て
国
土
交
通
大

臣
か
ら
表
彰
を
受
け
、
加
え
て
ま

ち
づ
く
り
月
間
関
連
行
事
の
住
ま

い
の
ま
ち
な
み
コ
ン
ク
ー
ル
の

『
住
ま
い
の
ま
ち
な
み
優
秀
賞
』

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

建
築
士
と
し
て
の

特
性
を
活
か
し
た
社
会
活
動

　

そ
の
他
、
建
築
士
と
し
て
の
特

性
を
活
か
し
た
社
会
活
動
と
し

て
、次
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

　

阪
神･

淡
路
大
震
災
を
は
じ
め

と
す
る
近
年
の
地
震
被
害
の
調
査

に
よ
り
、
地
震
に
よ
る
死
者
の
90

％
は
建
物
の
倒
壊
が
原
因
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。現
在
、

建
築
士
会
桜
川
支
部
に
は
、
木
造

住
宅
耐
震
診
断
士
が
12
人
お
り
、

市
と
協
働
で
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

・
被
災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
士

　

地
震
が
起
き
た
際
の
二
次
災
害

を
防
止
す
る
た
め
に
高
い
効
果
を

発
揮
し
て
い
る
の
が
、
専
門
家
に

よ
る
迅
速
な
建
物
の
応
急
危
険
度

判
定
で
す
。

　

建
築
士
会
桜
川
支
部
で
は
、
被

災
建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
士
が

20
人
い
て
、
全
国
で
発
生
す
る
地

震
災
害
へ
の
支
援
や
地
元
で
地
震

が
発
生
し
た
際
の
活
動
に
備
え
て

い
ま
す
。

・
違
反
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル

　

安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ
る
建
築

物
を
設
計
す
る
こ
と
は
、
建
築
士

の
使
命
と
考
え
、
茨
城
県
や
桜
川

市
と
協
働
で
違
反
建
築
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
い
、
適
切
な
建
築
の
指
導

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
動
方
針

　

「
住
み
や
す
く
・
美
し
く
・
情

緒
豊
か
な
ま
ち
は
、
み
ん
な
で
造

っ
て
い
く
も
の
で
す
。そ
れ
に
は
、

地
域
住
民
の
皆
様
の
意
識
改
革
が

不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
わ

た
し
た
ち
建
築
士
は
〝
ま
ず
は
実

行
し
〞、
実
例
（
見
本
）
を
造
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
建
築
士
と
し
て

の
知
識
と
技
術
を
活
か
し
、
現
在

の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。」
と
、
建
築
士

会
桜
川
支
部
の
武
村
支
部
長
は
話

し
て
い
ま
し
た
。


